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１ 高齢者介護に対する不安感等について 

 

（１）超高齢社会到来への関心 

                                   平成 22 年９月 

  ・関心がある（小計）                         88.6％ 

   ・非常に関心がある                         38.7％ 

   ・ある程度関心がある                        49.8％ 

  ・関心がない（小計）                         11.0％ 

   ・あまり関心がない                          9.4％ 

   ・まったく関心がない                         1.7％ 

 

 

（該当者数）

総 数（3,272人）

〔 性 〕

男 性（1,493人）

女 性（1,779人）

〔 年 齢 〕

20 ～ 29 歳 （286人）

30 ～ 39 歳 （529人）

40 ～ 49 歳 （495人）

50 ～ 59 歳 （531人）

60 ～ 69 歳 （702人）

70 歳 以 上 （729人）
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（２）自分自身が要介護者になる不安の有無 

                           平成 15 年７月  平成 22 年９月 

  ・あ る（小計）                     69.0％  →   75.1％ 

   ・よくある                     22.3％  →   27.7％ 

   ・時々ある                     46.6％  →   47.4％ 

  ・な い（小計）                   30.1％  →   24.4％ 

   ・あまりない                    23.5％  →   19.9％ 

   ・まったくない                    6.6％  →    4.5％ 

 

（該当者数）

今 回 調 査（3,272人）

平成15年７月調査（3,567人）

平成７年９月調査（3,596人）

〔 性 〕

男 性（1,493人）

女 性（1,779人）

〔 年 齢 〕

20 ～ 29 歳 （286人）

30 ～ 39 歳 （529人）

40 ～ 49 歳 （495人）

50 ～ 59 歳 （531人）

60 ～ 69 歳 （702人）

70 歳 以 上 （729人）

（注１）平成15年７月調査では，「あなた自身が老後に寝たきりや痴呆になるかもしれないと，不安に思うことが
　　　　ありますか。この中から１つお答えください。」と聞いている。

（注２）平成７年９月調査では，「あなた自身が老後に寝たきりや痴呆症になるかもしれないと，不安に思うこと
　　　　がありますか。この中ではどうでしょうか。」と聞いている。
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（３）家族が要介護者になる不安の有無 

                           平成 15 年７月  平成 22 年９月 

  ・あ る（小計）                     73.5％  →   77.6％ 

   ・よくある                     26.5％  →   34.2％ 

   ・時々ある                     46.9％  →   43.4％ 

  ・な い（小計）                   25.3％  →   18.0％ 

   ・あまりない                    17.8％  →   13.0％ 

   ・まったくない                    7.5％  →    5.0％ 

（該当者数）

今 回 調 査（3,272人）

平成15年７月調査（3,567人）

平成７年９月調査（3,596人）

〔 性 〕

男 性（1,493人）

女 性（1,779人）

〔 年 齢 〕

20 ～ 29 歳 （286人）

30 ～ 39 歳 （529人）

40 ～ 49 歳 （495人）

50 ～ 59 歳 （531人）

60 ～ 69 歳 （702人）

70 歳 以 上 （729人）

（注２）平成15年７月調査では，「では，あなたご自身ではなく，あなたのご家族が老後に寝たきりや痴呆になる
　　　　かもしれないと，不安に思うことがありますか。この中から１つお答えください。」と聞いている。

（注３）平成７年９月調査では，「では，あなたご自身ではなく，あなたのご家族が老後に寝たきりや痴呆症になる
　　　　かもしれないと，不安に思うことがありますか。この中ではどうでしょうか。」と聞いている。

（注１）今回調査では，「家族がいない｣，「現在，寝たきりや認知症の家族がいる」は，回答票に列記していない。
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（４）自分自身に介護が必要となった場合に困る点        （複数回答、上位４項目） 

                          平成 15 年７月  平成 22 年９月 

  ・家族に肉体的・精神的負担をかけること       68.1％  →     73.0％ 

  ・介護に要する経済的負担が大きいこと        53.6％  →   60.1％ 

  ・収入がなくなること                27.9％  →   32.2％ 

  ・人生の楽しみが感じられなくなること        27.6％  →   29.5％ 

 

（複数回答）

家族に肉体的・精神的負担をかけること

介護に要する経済的負担が大きいこと

収 入 が な く な る こ と

人生の楽しみが感じられなくなること

介護をしてくれる家族がいないこと

介護のための部屋がない，入浴しにくい
など住宅の構造に問題があること

現在の住まいで生活できなくなること

介護サービスについての情報が少ないこ
と

緊急の場合に対応できる病院や診療所が
近くにないこと

そ の 他

特 に 困 ら な い

わ か ら な い

（注１）平成15年７月調査では，「住みなれた自宅で生活できなくなること」となっている。

（注２）平成15年７月調査では，「仮にあなたが，老後に寝たきりや痴呆になり，介護が必要となった場合，
　　　　どんなことに困ると思いますか。この中からいくつでもあげてください。」と聞いている。
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（５）家族に介護が必要になった場合に困る点          （複数回答、上位４項目） 

                                   平成 22 年９月 

  ・食事や排泄，入浴など世話の負担が重く，十分な睡眠が取れないなど 

肉体的負担が大きいこと                       62.6％ 

  ・ストレスや精神的負担が大きいこと                  62.2％ 

・家を留守にできない，自由に行動できないこと             55.2％ 

  ・介護に要する経済的負担が大きいこと                 54.5％ 

 

（複数回答）

食事や排泄，入浴など世話の負担が重く，十分
な睡眠が取れないなど肉体的負担が大きいこと

ス ト レ ス や 精 神 的 負 担 が 大 き い こ と

家を留守にできない，自由に行動できないこと

介 護 に 要 す る 経 済 的 負 担 が 大 き い こ と

仕事に出られない，仕事を辞めなければならな
いこと

適切な介護の仕方がわからないなど，必要な知
識がないこと

介護のための部屋がない，入浴しにくいなど住
宅の構造に問題があること

介護サービスについての情報が少ないこと

介護が必要になった家族が現在の住まいで生活
できなくなること

緊急の場合に対応できる病院や診療所が近くに
ないこと

そ の 他

家 族 は い な い

特 に 困 ら な い

わ か ら な い 1.6
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２ 在宅介護，施設介護に関する意識について 

 

（１）自宅で受ける介護保険サービスの周知度          （複数回答、上位５項目） 

                                   平成 22 年９月 

  ・デイサービス（施設に通って入浴や日常生活動作の訓練を受ける）    89.3％ 

  ・ホームヘルプサービス（ホームヘルパーの訪問）              88.0％ 

  ・訪問入浴介護（入浴車の巡回）                     81.9％ 

  ・訪問看護（看護師などの訪問）                     78.0％ 

  ・デイケア（施設に通ってリハビリを受ける）               76.0％ 

 

（複数回答）

デイサービス（施設に通って入浴や日常生活動作の訓練
を受ける）

ホームヘルプサービス（ホームヘルパーの訪問）

訪 問 入 浴 介 護 （ 入 浴 車 の 巡 回 ）

訪 問 看 護 （ 看 護 師 な ど の 訪 問 ）

デ イ ケ ア （ 施 設 に 通 っ て リ ハ ビ リ を 受 け る ）

福祉用具（ベッド・車いす・便座など）の貸与や購入費
の支給

短期入所（ショートステイ）サービス（介護が必要な高
齢者を施設に一時的に預かる）

住宅改修費（手すりの取り付けや段差の解消など）の支
給

訪問リハビリテーション（リハビリの専門職の訪問）

介護予防サービス（日常生活を営む上で支障のある高齢
者に対するホームヘルプサービスやデイサービスなど）

地域包括支援センター（地域住民の心身の健康の保持と
生活の安定のために，総合相談や虐待防止などの権利擁
護事業などを実施する施設）

小規模多機能型居宅介護（登録型のホームヘルプサービ
ス，デイサービス，ショートステイを組み合わせたサー
ビス）

居宅介護支援事業所（常に介護を必要とする在宅の高齢
者が，必要な保健医療・福祉サービスの適切な利用がで
きるよう援助する事業所）

い ず れ も 聞 い た こ と が な い

わ か ら な い
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（２）自宅から住み替えて受ける介護保険サービス施設の周知度 （複数回答、上位４項目） 

                                   平成 22 年９月 

  ・特別養護老人ホーム（常に介護を必要とする高齢者を介護する施設）    87.1％ 

  ・特定施設（一定の設備・人員を有する介護付きの有料老人ホームやケア 

   ハウス，養護老人ホーム，高齢者専用賃貸住宅）            61.8％ 

  ・老人保健施設（病状安定期にあり，入院による治療の必要はないが，リ 

   ハビリ，看護，介護を中心とした医療ケアが必要な高齢者向けの施設）  54.7％ 

  ・認知症高齢者グループホーム（認知症の高齢者が共同生活を営む住居）  51.5％ 

 

 

 

（複数回答）

特別養護老人ホーム（常に介護を必要とする
高齢者を介護する施設）

特定施設（一定の設備・人員を有する介護付
きの有料老人ホームやケアハウス，養護老人
ホーム，高齢者専用賃貸住宅）

老人保健施設（病状安定期にあり，入院によ
る治療の必要はないが，リハビリ，看護，介
護を中心とした医療ケアが必要な高齢者向け
の施設）

認知症高齢者グループホーム（認知症の高齢
者が共同生活を営む住居）

介護療養型医療施設（病状が安定している長
期療養患者が入院する病院・診療所）

い ず れ も 聞 い た こ と が な い

わ か ら な い 2.4

4.2
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54.7

61.8
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（３）自分自身が介護を受けたい場所  

                                   平成 22 年９月 

  ・現在の住まいで介護を受けたい                     37.3％ 

  ・介護付きの有料老人ホームや高齢者住宅に住み替えて介護を受けたい   18.9％ 

  ・特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護保険施設に入所して介 

   護を受けたい                            26.3％ 

  ・病院に入院して介護を受けたい                    12.9％ 

 

（該当者数）

総 数（3,272人）

　

〔 性 〕

男 性（1,493人）

女 性（1,779人）

〔 年 齢 〕

20 ～ 29 歳 （286人）

30 ～ 39 歳 （529人）

40 ～ 49 歳 （495人）

50 ～ 59 歳 （531人）

60 ～ 69 歳 （702人）

70 歳 以 上 （729人）
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（「現在の住まいで介護を受けたい」と答えた者（1,221 人）に） 

  ア 自宅で介護を受けたい理由               （複数回答、上位５項目） 

                           平成 15 年７月  平成 22 年９月 

  ・現在の住まいで生活を続けたいから          85.6％  →   82.8％ 

  ・施設では自由な生活ができないから          21.3％  →   32.7％ 

  ・他人との共同生活はしたくないから          21.7％  →   29.0％ 

  ・施設で他人の世話になるのはいやだから        21.8％  →   28.6％ 

  ・施設に入るだけの経済的余裕がないから        21.6％  →   27.5％ 

 

（自分自身が「現在の住まいで介護を受けたい」と答えた者に，複数回答）

現 在 の 住 ま い で 生 活 を 続 け た い か ら

施 設 で は 自 由 な 生 活 が で き な い か ら

他 人 と の 共 同 生 活 は し た く な い か ら

施設で他人の世話になるのはいやだから

施設に入るだけの経済的余裕がないから

在 宅 で 十 分 な 介 護 が 受 け ら れ る か ら

施設を利用することに抵抗を感じるから

具 体 的 に 施 設 を 知 ら ず ， 不 安 だ か ら

そ の 他

わ か ら な い

（注１）平成15年７月調査では，「住みなれた自宅で生活を続けたいから」となっている。

（注２）平成15年７月調査では，「施設に入るだけの金銭的余裕がないから」となっている。

（注３）平成15年７月調査では，「福祉施設を利用することに抵抗を感じるから」となっている。

（注４）平成15年７月調査では，「仮に，あなたが老後に寝たきりや痴呆になり，介護が必要となった場合
　　　　に，どこで介護を受けたいと思うか」について，「可能な限り自宅で介護を受けたい」と答えた者
　　　　に，「それはなぜですか。この中からいくつでもあげてください。」と聞いている。
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（「現在の住まいで介護を受けたい」と答えた者（1,221 人）に） 

  イ 自宅で受けたい介護形態                 

                                   平成 22 年９月 

  ・家族だけに介護されたい                        20.2％ 

  ・家族の介護を中心に，ホームヘルパーなどの外部の介護も利用したい   50.0％ 

  ・ホームヘルパーなどの外部の介護を中心に，家族による介護も受けたい  23.8％ 

  ・ホームヘルパーなどの外部の介護だけを受けたい             3.5％ 

 

 

（自分自身が「現在の住まいで介護を受けたい」と答えた者に）

（該当者数）

総 数（1,221人）

　

〔 性 〕

男 性 （668人）

女 性 （553人）

〔 年 齢 〕

20 ～ 29 歳 （99人）

30 ～ 39 歳 （182人）

40 ～ 49 歳 （169人）

50 ～ 59 歳 （171人）

60 ～ 69 歳 （280人）

70 歳 以 上 （320人）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%
)

23.5

16.3

51.8

47.9

18.7

30.0

3.7

3.3

0.1

0.4

2.1

2.2

16.2

18.1

17.2

17.5

17.1

28.4

58.6

49.5

53.3

49.1

48.9

47.5 17.8

27.5

25.7

25.4

29.7

16.2

3.4

4.3

4.7

1.2

1.6

7.1

-

-

-

0.7

0.3

-

2.5

1.4

2.9

3.0

1.1

2.0

20.2

家族だけに介護さ
れたい

50.0

家族の介護を中心
に，ホームヘルパー
などの外部の介護も
利用したい

23.8

ホームヘルパーな
どの外部の介護を
中心に，家族によ
る介護も受けたい

3.5

ホームヘルパーな
どの外部の介護だ
けを受けたい

0.2

その他

2.1

わからない
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（「介護付きの有料老人ホームや高齢者住宅に住み替えて介護を受けたい」，「特別養護老人ホーム

や老人保健施設などの介護保険施設に入所して介護を受けたい」，「病院に入院して介護を受けた

い」と答えた者（1,899 人）に） 

  ウ 介護施設等を利用したい理由              （複数回答、上位４項目） 

                           平成 15 年７月  平成 22 年９月 

  ・家族に迷惑をかけたくないから            77.1％  →   76.7％ 

  ・専門的な介護が受けられるから            35.9％  →   47.1％ 

  ・緊急時の対応の面で安心だから            24.4％  →   39.4％ 

  ・家族は仕事をしているなど，介護の時間が十分にとれ 

ないから                      25.9％  →   29.5％ 

 

家 族 に 迷 惑 を か け た く な い か ら

専 門 的 な 介 護 が 受 け ら れ る か ら

緊 急 時 の 対 応 の 面 で 安 心 だ か ら

家族は仕事をしているなど，介護の時間が十
分にとれないから

介護のための部屋がない，入浴しにくいなど
住宅の構造に問題があるから

家族は高齢や体が弱いなど，十分な介護がで
きないから

現在の住まいで受けられる介護サービスが不
十分だから

家 族 が い な い か ら

家 族 は 介 護 す る 気 が な い か ら

そ の 他

わ か ら な い

（注２）平成15年７月調査では，「仮に，あなたが老後に寝たきりや痴呆になり，介護が必要となった場合に，
        どこで介護を受けたいと思うか」について，「特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護保険施設に
        入所したい」，「介護付きの有料老人ホームや痴呆性高齢者グループホーム（痴呆の高齢者が共同生活を
        営む住居）などに住み替えて介護を受けたい」と答えた者に，「それはなぜですか。この中からいくつで
　　　　もあげてください。」と聞いている。

（注１）平成15年７月調査では，「自宅で受けられる介護サービスが不十分だから」となっている。

自分自身が「介護付きの有料老人ホームや高齢者住宅に住み替えて介護を
受けたい」，「特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護保険施設に
入所して介護を受けたい」，「病院に入院して介護を受けたい」と答えた者
に，複数回答

12.0

14.8

20.2

29.5

39.4

47.1

76.7

0.8

0.7

※

9.4

0.6

0.7

2.7

10.1

9.9

10.4

14.3

25.9

24.4

35.9

77.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

今　回　調　査　（Ｎ＝1,899人， Ｍ．Ｔ．＝250.7％）

平成15年７月調査（Ｎ＝1,511人， Ｍ．Ｔ．＝212.0％）

(%)

（注１）
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（「介護付きの有料老人ホームや高齢者住宅に住み替えて介護を受けたい」，「特別養護老人ホーム

や老人保健施設などの介護保険施設に入所して介護を受けたい」，「病院に入院して介護を受けた

い」と答えた者（1,899 人）に） 

  エ 介護施設等を選ぶ際に重視する点            （複数回答，上位４項目） 

                           平成 15 年７月  平成 22 年９月 

  ・具合が悪くなった時にすぐに治療や看護を受けられ 

ること                                             49.1％  →   63.7％ 

  ・設備が整っていること                53.8％  →   59.0％ 

  ・料金が安いこと                   54.6％  →   58.2％ 

  ・職員からきめ細やかな介護をしてもらえること     44.9％  →   52.3％ 

 

具合が悪くなった時にすぐに治療や看護を
受けられること

設 備 が 整 っ て い る こ と

料 金 が 安 い こ と

職員からきめ細やかな介護をしてもらえる
こと

雰 囲 気 が 明 る い こ と

個室が整備されるなど，プライバシーが保
たれること

リ ハ ビ リ が 充 実 し て い る こ と

地 元 （ 近 所 ） に あ る こ と

家 族 の 希 望 に 合 う こ と

そ の 他

特 に な い

わ か ら な い

自分自身が「介護付きの有料老人ホームや高齢者住宅に住み替えて介護を
受けたい」，「特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護保険施設に
入所して介護を受けたい」，「病院に入院して介護を受けたい」と答えた
者に，複数回答

1.2

0.4

0.3

34.5

36.0

40.4

41.1

45.2

52.3

58.2

59.0

63.7

0.8

0.7

0.1

16.9

29.5

28.8

32.4

41.1

44.9

54.6

53.8

49.1

0 10 20 30 40 50 60 70

今　回　調　査　（Ｎ＝1,899人， Ｍ．Ｔ．＝432.3％）

平成15年７月調査（Ｎ＝1,511人， Ｍ．Ｔ．＝352.6％）

(%)

（注１）
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（４）家族に介護を受けさせたい場所 

                                   平成 22 年９月 

  ・現在の住まいで介護を受けさせたい                   38.6％ 

  ・介護付きの有料老人ホームや高齢者住宅に住み替えて介護を受けさせ 

たい                                15.1％ 

  ・特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護保険施設に入所して介 

   護を受けさせたい                          24.3％ 

  ・病院に入院して介護を受けさせたい                  12.9％ 

 

（該当者数）

総 数（3,272人）

　

〔 性 〕

男 性（1,493人）

女 性（1,779人）

〔 年 齢 〕

20 ～ 29 歳（286人）

30 ～ 39 歳（529人）

40 ～ 49 歳（495人）

50 ～ 59 歳（531人）

60 ～ 69 歳（702人）

70 歳 以 上（729人）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

41.1

36.6

14.8

15.4

24.4

24.3

12.7

13.1

0.3

0.2

2.9

4.0 3.3

2.6

3.1

1.2

33.7

36.0

38.2

39.8

45.7

43.0

8.9

12.0

16.8

18.4

17.6

25.5 20.3

27.0

27.5

29.2

26.9

15.8

7.3

5.7

10.5

21.0

15.4

10.9

0.3

0.4

-

-

0.3

0.4

2.3

0.2

0.3

0.4

4.7

9.2 4.8

3.6

2.1

2.2

1.9

1.7

1.4

1.5

1.2

0.6

1.1

6.2

現在の住まいで介護

を受けさせたい

38.6

介護付きの有料老人

ホームや高齢者住宅

に住み替えて介護を

受けさせたい

15.1

特別養護老人ホーム

や老人保健施設など

の介護保険施設に入

所して介護を受けさ

せたい

24.3

病院に入院して介護

を受けさせたい

12.9

その他

0.2

家族はいない

3.5

一概に言えない

3.0

2.3

わからない
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３ 介護保険制度について 

 

（１）介護職に対するイメージ                 （複数回答、上位４項目） 

                                   平成 22 年９月 

  ・夜勤などがあり，きつい仕事                     65.1％ 

  ・社会的に意義のある仕事                       58.2％ 

  ・給与水準が低い仕事                         54.3％ 

  ・やりがいのある仕事                         29.0％ 

 

 

 

（複数回答）

夜 勤 な ど が あ り ， き つ い 仕 事

社 会 的 に 意 義 の あ る 仕 事

給 与 水 準 が 低 い 仕 事

や り が い の あ る 仕 事

自 分 自 身 も 成 長 で き る 仕 事

将 来 に 不 安 が あ る 仕 事

そ の 他

特 に な い

わ か ら な い 2.3

1.2

0.3

12.5

18.0

29.0

54.3

58.2

65.1

0 10 20 30 40 50 60 70

総数（Ｎ＝3,272人， Ｍ．Ｔ．＝241.0％）

(%)

 



 - 15 - 

（２）介護保険料負担の増加の抑制手段             （複数回答，上位４項目） 

                                   平成 22 年９月 

  ・公費（税金）負担割合の引き上げ                   43.1％ 

  ・保険料負担の増加は，やむを得ない                  35.7％ 

  ・４０歳未満の若年層からも保険料を徴収                29.1％ 

  ・利用料の自己負担割合の引き上げ                   20.1％ 

 

 

 

（複数回答）

公 費 （ 税 金 ） 負 担 割 合 の 引 き 上 げ

保 険 料 負 担 の 増 加 は ， や む を 得 な い

40 歳 未 満 の 若 年 層 か ら も 保 険 料 を 徴 収

利 用 料 の 自 己 負 担 割 合 の 引 き 上 げ

軽度の人は保険ではなく全額自己負担化

１人あたりの利用回数などのサービス量を制限

そ の 他

わ か ら な い 9.3

2.4

15.4

15.6

20.1

29.1

35.7

43.1

0 10 20 30 40 50

総数（Ｎ＝3,272人， Ｍ．Ｔ．＝170.8％）

(%)
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（３）介護サービスを充実させた際の費用負担 

                                   平成 22 年９月 

  ・利用者負担割合の引き上げにより対応                 13.4％ 

  ・保険料負担割合の引き上げにより対応                 15.0％ 

  ・公費（税金）負担割合の引き上げにより対応              41.3％ 

  ・負担割合は変えずに対応                       21.9％ 

 

 

 

（該当者数）

総 数（3,272人）

　

〔 性 〕

男 性（1,493人）

女 性（1,779人）

〔 年 齢 〕

20 ～ 29 歳 （286人）

30 ～ 39 歳 （529人）

40 ～ 49 歳 （495人）

50 ～ 59 歳 （531人）

60 ～ 69 歳 （702人）

70 歳 以 上 （729人）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

14.6

12.4

17.7

12.8

45.1

38.1

16.5

26.5

1.7

1.1

4.3

9.3

14.3

15.1

13.5

11.9

13.7

12.5

19.2

18.5

15.6

14.9

12.4

13.2 31.6

44.2

45.2

45.1

43.1

41.6

25.2

22.6

21.7

21.6

18.3

19.6

2.4

0.6

2.1

1.7

0.7

0.7

16.9

5.4

4.3

1.8

4.3

4.5

13.4

利用者負担割合の
引き上げにより対
応

15.0

保険料負担割合の
引き上げにより対
応

41.3

公費（税金）負担
割合の引き上げに
より対応

21.9

負担割合は変えず
に対応

1.4

その他

7.0

わからない
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（４）制度導入による効果 

                                   平成 22 年９月 

  ・良くなったと思う（小計）                      51.3％ 

   ・良くなったと思う                         13.1％ 

   ・どちらかといえば良くなったと思う                 38.2％ 

  ・良くなったとは思わない（小計）                   28.8％ 

   ・どちらかといえば良くなったとは思わない              17.2％ 

   ・良くなったとは思わない                      11.6％ 

 

  ・わからない                             13.2％ 

（該当者数）

総 数（3,272人）

〔 性 〕

男 性（1,493人）

女 性（1,779人）

〔 年 齢 〕

20 ～ 29 歳 （286人）

30 ～ 39 歳 （529人）

40 ～ 49 歳 （495人）

50 ～ 59 歳 （531人）

60 ～ 69 歳 （702人）

70 歳 以 上 （729人）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

13.6

12.6

37.0

39.2 7.5

5.9

13.0

13.4 18.2

16.4

11.9

11.4

7.7

8.3

11.1

14.3

14.7

17.6

45.1

39.1

41.6

39.5

39.5

30.3 14.1

6.6

4.7

2.2

4.2

4.9

19.5

12.1

10.9

8.5

11.7

14.7 18.9

24.4

22.4

19.0

13.2

10.3

8.7

12.3

14.1

11.5

14.0

8.2

良くなったと思う

13.1

どちらかといえば
良くなったと思う

38.2 6.8

どちらとも
いえない

13.2

わからない

17.2

どちらかといえば
良くなったとは思
わない

11.6

良くなったとは
思わない

良くなったと思う（小計）51.3 良くなったとは
思わない(小計）28.8
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（「良くなったと思う」，「どちらかといえば良くなったと思う」と答えた者（1,678 人）に，） 

ア 制度導入により良くなった点              （複数回答，上位６項目） 

                   平成 22 年９月 

  ・家族の負担が軽くなった                       54.8％ 

  ・介護サービスを選択しやすくなった                  50.2％ 

・家族に介護が必要となった場合でも働き続けることができるように 

なった                               33.8％ 

  ・介護サービスの質が良くなった                    33.4％ 

  ・介護が必要となっても現在の住まいで生活が続けられるようになった   32.5％ 

  ・介護サービス事業者を選択しやすくなった               32.4％ 

 

 

 

（介護の状況は「良くなったと思う」，「どちらかといえば良くなったと思う」と答えた者に，複数回答）

家 族 の 負 担 が 軽 く な っ た

介 護 サ ー ビ ス を 選 択 し や す く な っ た

家族に介護が必要となった場合でも働き続け
ることができるようになった

介 護 サ ー ビ ス の 質 が 良 く な っ た

介護が必要となっても現在の住まいで生活が
続けられるようになった

介護サービス事業者を選択しやすくなった

利 用 料 な ど の 経 済 的 な 負 担 が 減 っ た

社会的入院（通院治療可能だが介護が必要な
ため継続して入院すること）が減った

そ の 他

わ か ら な い 2.6

0.3

10.7

16.6

32.4

32.5

33.4

33.8

50.2

54.8

0 10 20 30 40 50 60

総数（Ｎ＝1,678人， Ｍ．Ｔ．＝267.5％）

(%)
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（「どちらかといえば良くなったとは思わない」，「良くなったとは思わない」と答えた者（942 人）

に，） 

  イ 制度導入後も良くなっていない点            （複数回答，上位３項目） 

                                   平成 22 年９月 

  ・利用料などの経済的な負担が減っていない               53.7％ 

  ・家族の負担が軽くなっていない                    44.3％ 

  ・家族に介護が必要となった場合でも働き続けることができる 

ようになっていない                         40.4％ 

 

 

利用料などの経済的な負担が減っていない

家 族 の 負 担 が 軽 く な っ て い な い

家族に介護が必要となった場合でも働き続け
ることができるようになっていない

社会的入院（通院治療可能だが介護が必要な
ため継続して入院すること）が減っていない

介護サービスを選択しやすくなっていない

介護が必要となっても現在の住まいで生活が
続けられるようになっていない

介護サービスの質が良くなっていない

介護サービス事業者を選択しやすくなってい
ない

そ の 他

わ か ら な い

介護の状況は「どちらかといえば良くなったとは思わない」，
「良くなったとは思わない」と答えた者にと答えた者に，複数回答

2.4

3.0

17.6

21.4

22.9

23.5

27.3

40.4

44.3

53.7

0 10 20 30 40 50 60

総数（Ｎ＝942人， Ｍ．Ｔ．＝256.6％）

(%)



 - 20 - 

４ 行政に対する要望について 

（１）要望する重点事項                    （複数回答，上位５項目） 

                                   平成 22 年９月 

  ・介護人材の確保のために，賃金アップなどの処遇改善          52.0％ 

  ・認知症の人が利用できるサービスの充実                48.3％ 

  ・２４時間対応の在宅サービスの充実                  47.7％ 

  ・施設待機解消のための施設整備                    44.1％ 

  ・配食や送迎，見守り介護などの生活支援サービスの充実         42.1％ 

 

（複数回答）

介護人材の確保のために，賃金アップなどの
処遇改善

認知症の人が利用できるサービスの充実

24 時 間 対 応 の 在 宅 サ ー ビ ス の 充 実

施 設 待 機 解 消 の た め の 施 設 整 備

配食や送迎，見守り介護などの生活支援サー
ビスの充実

保険料や利用料（１割）の軽減措置のさらな
る充実

医療や介護サービス利用にかかる統一的な相
談窓口の設置，相談体制の強化

要介護認定など利用者の手続きの簡素化

住 宅 の バ リ ア フ リ ー 化

介護従事者による，たんの吸引など基礎的な
医療的なケアの実施

生活動作の改善や栄養改善などの介護予防
サービスの充実
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